
地

代

第
八
･:1:JJ

あ
る
如
-
偲
ば
れ
る
け
れ
ざ
も
､
賓
は
斐
伊
川
筋
河
床

の
高
ま
･｡
を
示
す
に
過
ぎ
な
い
事
だ
L･.
る
か
も
知
れ
の

の
で
あ
る
｡
而
し
て
該
土
器
枝
片
聴
兄
の
地
鮎
は
野
津

氏
は
銭
橋
工
事
の
際
AfJ
I.F=
さ
れ
た
の
み
で
果
し
て
河
原

の
部
か
ら
磯
見
せ
ら
れ
た
も
の
か
其
れ
と
も
河
床
よ
jc,

も
上
部
蛾
桁
の
挟
.
堤
防
の
脚
下
よ
-
磯
見
せ
ら
れ
た

も
の
か
を
明
記
し
て
屠
ら
れ
な
い
の
Lで
確
か
で
は
な
い

第
六
班

望
六

三
二

が
芳
し
登
免
の
地
鮎
が
後
者
で
あ
っ
た
な
ら
ば
.'
上
述

の
三
光
瑚
な
る
数
字
よ
-
す
る
逆
算
に
は
大
な
る
制
限

を
加

へ
な
け
れ
ば
な
ら
か
bい
｡
要
す
る
に
此
の
軍
資
は

未
だ
宍
道
湖
の
先
史
地
相
を
考
ふ
る
上
に
決
定
的
の
有

力
な
驚
壕
1J
は
な
ら
..は
い
｡
即
ち
史
に
異
相
を
極
め
る

必
要
が
あ
る
の
で
あ
る
｡

秋

田

願

長

走

風

穴

に
就

て

日

次

7
.
風

穴肝
炎
地
の
地
形
･地
盟

二
.
風
穴
気
流
の
.速
度
｡
粗
放

･

秘
鑑

三
､
風
穴
の
吸
込
穴

凹
'
風
穴
の
冷
却
作
用

五
'

持
論

節

f
袈

長
光
風
穴
槻
測
読

解
二
束

長
束
風
穴
吸
込
穴
調
査
来

高

山

の

周
関

に

風
穴

の

あ
る

こ
./IJpは
敢
て
珍
ら
し
い

ナ
ガ
いシ
リ

エ
ビ
で
は
な
い
が
､
長

建

風

.穴
の
如
-
海
抜
百
八
十
八

荒

谷

武

三

郎

米
の
低
地
に
あ

わ
な
が
ら
夏
侍
塞
き
低
粗
度
の
莱
流
を

地
中
よ
り
流
出
す
る
所
以
の
も
の
は
､
抑

々
如
何
な
る

理
に
よ
る
も
の
な
る
か
｡}
私
は
此
の
事
に
関
し
て
秋
田

館
山
尊
門
撃
枚
大
橋
良

17
教
授
の
指
境
を

う
け
大
正
八

年
以
雑
四
十
二
回
の
貸
地
調
査
を
接
げ
､

本
年
は
同
風

穴
の
気
流
速
度
申
脱
皮
｡
温
度
の

一
節
年
間
の
注
借
観
測

を
終
っ
た
の
で
本
栗
を
革
し
て
調
査
報
軸
H.7=J
致
し
た
次



第
で
あ
る
0
金
閣
の
風
穴
巾
･慨風
種
貯
戴
期
せ
し
て
班
に

知
ら
れ
た
る
も
の
其
数
三
百
'
二
府
三
十
二
堀
に
分
布

し
て
ゐ
る
｡
本
籍
が
著
し
も
撃
界
に
勤
し
何
等
か
の
塵

考
ど
な
-
得
る
だ
せ
ば
共
は
偏
に
大
橋
教
授
並
に
東
北

大
草
白
鳥
勝
義
教
授
の
御
数
示
の
周
で
あ
る
.

調
査
用
具
は
組
皮
は
検
定
済
寒
暖
計
､
温
度
は
ア
ク

ダ
ス
ト
氏
温
度
計
.
風
連
は
バ
イ
ラ
ム
氏
盤
山
用
携
櫛

風
速
計
を
使
用
し
た
｡

｢

風
穴
所
在
地
の
地
形
地
質

ナ
ガ
ハ
シ
サ

ヤ
少
チ

長

走

風

穴
は
先

立

風
穴
ど
も
種
L
.
秋
田
僻
北
秋
田

郁
夫
立
村
大
字
長
走
手
放

ノ
年
下
六
十
番
地
村
有
原
野

の
中
に
在
-
'
兼
絞
首
四
十
度
三
十
六
分
牛
北
緯
四
十

度
二
十
二
分
牛
､
国
見
山
頂
よ
り
南
六
十
度
酉
､
海
按

百
八
十
入
来
'
奥
羽
線
陣
場
騨
よ
も
甫
二
肝
の
路
傍
に

あ
る
0
園
見
山
は
海
故
四
百
五
十
六
米
座
積
兼
入
闇
米
南
北

千
六
青
光
あ
-
'
樹
木
少
き
草
生
地
で
西
側
は
傾
斜
二

十
七
皮
下
内

川
に
よ
っ
て
限
ら
れ
麓
に
長
走
風
穴
が
あ

る
｡
兼
側
は
長
木
滞
闘
有
林
に
蒔
き
ー
北
側
は
多
茂
木

博
ビ
t.F
c,麓
に
風
穴
あ
-
､
南
側
は
二
十
二
､
三
度
の

秋
川
脳
長
虎
風
穴
に
就
Y

緩
や
か
な
る
傾
斜
を
な
し
下
内
川
の
支
況
尻
合
川
に
延

び
麓
に
風
穴
が
あ
る
｡
是
等
三
方
面
の
風
穴
は
各
燭
立

し
て
ゐ
る
○

試
に
岡
見
山
頂
に
立
ち
て
南
方
を
挑
む
れ
ば
奥
羽
山

脈
よ
-
出
羽
丘
陵
に
連
な
る
多
-
の
山
々
右
方
よ
-
前

厨
に
群
が
-
､
左
方
は
撞
-
大
館
盆
地
開
け
'
下
内
川

は
秋
田
糖
の
北
端
矢
先
峠
よ
-
細
長
き
格
間
を
南
流
し

国
見
山
麓
を
過
ぎ
大
館
盆
地
に
入
る
｡
道
路
は
此
の
川

の
左
岸
の
卒
地
著
-
は
山
麓
に
沿
ひ
青
森
櫛

へ
迫
す
る

風
穴
下
の
道
路
面
に
海
抜
宵
六
十
五
米
の
水
準
標
が
あ

る
｡
基
よ
り
十
九
米
低
い
朗
に
清
水
姓
樺
の
泉
が
湧
き

泉
は
閥
見
出
の
益
き
る
朗
で
左
右
は
砂
原
小
段
丘
に
な

っ
て
ゐ
る
｡
頂
上
か
ら
泉
で
重
蔵
距
離
三
盲
九
米
､
之

は
山
麓
か
ら
の
閥
見
出
の
見
か
け
の
高
さ
で
あ
る
｡
長

達
風
穴
の
あ
る
蘭
側
面
の
地
形
は
濃
よ
り
見
か
け
の
高

さ
の
四
分
の

T
ま
で
十
七
度
の
綬
傾
斜

で
､
傾
斜
距
離

二
百
五
十
米
､
他
の
四
分
の
三
は
頂
上
ま
で
三
十
二
度

の
急
傾
斜
で
傾
斜
距
離
四
官
二
十
光
あ
-
､
風
穴
は
綬

傾
斜
部
に
の
み
存
在
す
る
｡

閲
見
山
は
金
山
石
英
鬼
面
岩
よ
-
成
-
､
露
出
面
に

5
1
..七

三
三



地

第

7
同

長
束
風
穴
附
近
国

紡

尺

二

鵜

骨

ノ

1

r一一- -~ 二 二~-- 1竿 フ ~:て コ

事
i

蹄断切近附穴風建長

米
乃
至
七
十
光

位
も
あ
ら
う
O

冷
蔵
庫
建
設
の

た
め
風
穴
を
六

光
許
堀
割
っ
た

所
を
見
る
と
'

地
表
か
ら

.L
米

許
土
砂
を
混
じ

高
山
植
物
の
版

が
現
ほ
れ
て
ゐ

る
が
､
其
の
下

部
は

1
様
に
五

六
糎
乃
至
十
五

六
壇
の
角
磯
を

は
不
規
則
な
る
縦
横
の
割
日
が
洗
-
切
込
み
'
其
他
は

崩
壊
せ
,?
岩
石
君
-
は
土
壌
に
擾
ほ
れ
て
ゐ
る
｡
急
傾

斜
部
の
岩
石
は
地
表
か
ら
二
光
許
は
種
十
五
六
糎
長
さ

三
十
糎
以
下
の
石
が
積
み
重
っ
て
ゐ
る
｡
､
腰
傾
斜
部
の

石
は
夏
に
砕

け
で
五
､
六
纏
の
角
磯
ビ
t･L
c,堆
積
し
て

狗
灘
暦
を
作
る
0
角
磯
原
の
厚
さ
は
分
別
し
L･4
い
が
十

以
て
充
た
さ
れ
頗
る
粗
索
は
組
織
を
な
し
､
暦
の
各
面

か
ら
徐
々
に
冷
気
を
流
出
し
て
ゐ
る

綬
傾
斜
部
の
末

蹄
は
洪
積
層
の
小
段
丘
に
包
ま
れ
段
丘
の

1
部
は
破
れ

て
清
水
桂
韓
だ
な
る
｡
飲
料
水
を
求
め
や
-
E
L
で
其

の
段
丘
上
の
道
路
面
に
峯
井
を
試
み
た
こ

だ
が
あ
る
｡

最
初

l
米
瓦
の
砂
暦
､
升
は

.J
米
玉
の
石
英
粗
面
岩
の



動
機
旭
ー
次
は
五
死
の
砂
圏
ー
再
び

7
米
玉
の
角
磯
健

現
は
れ
､
ま
た
砂
暦
に
遭
ひ
､
注
皮
十
米
に
至
る
も
終

に
地
下
水
面
に
達
し
な
か
っ
た
?
I

閲
見
山
は
第
三
紀
後
に
流
出
し
た
火
山
岩
で
'
表
面

の

'i
部
は
杖
状
節
班
を
毒
し
他
の
部
分
は
然
ら
ざ
る
も

非
に
風
化
に
よ
り
崩
壊
し
､
崩
壊
作
用
が
進
行
す
る
に

従
ひ
岩
の
割
日
は
大
き
-
梶
-
切
込
み
'
破
壊
さ
れ
た

岩
層
砕
片
は
岩
の
傾
斜
面
に
久
し
-
静
止
す
る
こ
ど
な

稗
な
い
で
樽
げ
落
ち
~
或
は
徐
々
に
下
方

へ
移
動
し
て

魔
に
成
傾
斜
の
崩
岩
椎
を
作
る
｡
角
磯
潜
の
東
面
は
土

壌
に
覆
ほ
れ
て
居
っ
て
も
内
部
は
塞
気
の
流
通
に
優
な

る
間
隙
を
有
し
.
山
上
の
急
傾
斜
部
よ
-
流
れ
凍
る
巷

束
は
低
所
の
綬
傾
斜
部
に
至
-
冷
束
･fJ
な
っ
て
外
部
に

出
る
｡
風
穴
の
雀
傾
斜
部
は
左
右
両
側
は
高
-
中
央
は

凹
み
長
さ
二
宵
五
十
来
幅
凡
七
八
十
米
あ
る
｡
此
間
に

特
に
風
穴
TyJ
L
で
高
山
植
物
の
繁
茂
す
る
所
四
箇
所
あ

り
､
廉
さ
五
十
平
方
光
乃
至

二
百
三
十
平
方
米
の
襖
暦

が
露
出
し
て
ゐ
て
上
か
ら
下
に
順
に
相
遊
ん
で
ゐ
る
｡

其
の
中
間
だ
経
も

二

二
光
の
土
壌
を
徐
-
さ
き
は
内

部
よ
･｡
冷
気
を
出
す
が
故
に
､
躍
傾
斜
部
会
鰭
が
風
穴

秋

m脹
長
束
風
穴
に
就
て

地
帯
を
成
す
も
の
ビ
言
っ
て
宜
し
い
0
凪
や
ハ地
瀞
に
祉

々
粘
土
質
の
暦
を
爽
在
す
る
こ
亡
が
あ
る
｡
冷
蔵
庫
揮

督
潜
は
盤
ビ
宿
し
て
之
を
避
け
る
の
は
気
流
の
通
路
を

遮
る
か
ら
で
あ
る
｡

火
山
地
方
に
風
穴
の
多

い
･1J
い
ふ
こ
E
は
'
火
山
岩

は
水
成
岩
に
此
し
て
其
の
貿
政
-
且
つ
割
合
に
砕
け
易

い
の
で
物
理
的
風
化
が
多
-
行
は
れ
機
械
的
に
小
片
に

砕
か
れ
た
結
果
で
は
あ
る
ま
い
か
｡
著
し
も
軟
弱
な
る

岩
石
で
あ
る
ビ
化
撃
的
風
化
が
よ
り
多
-
行
は
れ
分
解

さ
れ
て
､
機
暦
の
間
に
土
壌
を
形
成
し
垂
隙
を
充
填
す

る
か
ら
P
其
虞
に
は
風
穴
が
あ
-
得
な
い
こ
E
に
な
る

こ
'
風
穴
気
流
の
速
度
品
血
便
｡
濃
度

風
穴
亡
は
天
然
に
存
す
る
地
中
の
冷
所
を
い
ひ
も
其

の
温
度
は
所
在
地

1
箇
年
の
卒
均
気
泡
よ
り
低
い
'
ま

た
温
度
に
関
係
な
-
気
流
を
生
す
る
幣
穴

全
部
を
紙
箱

し
て
風
穴
ビ
い
ふ
こ
ど
も
あ
る
.
長
遺
風
穴
第
二
放
冷

減
庫
前
の
限
度
は
重
荷
七
庇
､
最
低
零
下
三
度
､
年
平

均

一
度
九
あ
-
'
同
地
の
年
平
均
気
鋭
十
度
四
に
此
験

し
著
し
-
低

塩
鹿
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
｡

風
穴
に
は
富
士
風
穴
の
如
Y
熔
岩
隠
避
の

一
大
洞
穴

望

九

三
五



地

球

解

八
怨

を
L･.
す
も
の
だ
p
長
走
駄
犬
の
如
-
岩
層
の
堆
積
か
ら

成
る
も
の
だ
あ
る
｡
後
者
を
名
づ
け
て
農
石
風
穴
ビ
い

ふ
｡
凝
石
風
穴
の
頻
例
は
頗
る
多
-
風
穴
特
殊
の
現
象

節
穴
沸

望
Q

三
六

期
は

低浪皮
の
外

気

を

吸
込
む
｡

風

穴の乗
流

は風穴
内
外
温
度
の
相
違

よ
-
起

る
量

衆
の

封洗運
動

にして.年
二
回
基
の
方

向
を
換

へ
る
｡

帆穴臥I,'Jt汰良五蛋A上 薯 ." *桝 ホヤヤ/.t小的 ,てTチ†丁 子チ手早中平 仰印♂

竺元号五一五号五着五号乏%京仰%J,3iI芸を乙′TL空久見

l

▲/
＼ ＼

II
▼

嘉 I -SO

外乱追皮風穴漁皮憂Q,d鼻六六六七JE,､ノ､九九盲==三一一ユ正之ま如,,加tfJO50

申五号五一五号孟善言至急%完の舌五五三五I六芝,,(h
I

,′＼1/ ＼､l

∩･LitA∩'1 ㌔ ∫′ ㌔ヽ ∫Ilヽ
lI I-
≠. I/-ー′◆

四
月
よ

-
十

一
月
ま
で
八

箇
月

は
之
を
風
穴
の
夏
期
ビ
い
ひ
､

絶
え
や
冷
気
を
外
部

へ
流

出
す

る
｡
十
二
月
よ
り
翌
年
三
月
ま

で
四
箇
月
は
之
を
風
穴
の
冬
期

だ
い
び
'
低
温
皮
の
外
来
を
吸

込

む
｡
三
､
四
月
だ
十

一
､
十

二
月
の
頃
は
気
流
の
交
代
期
で

風
穴
の
温
度
ビ
外
気
温
度
･,J
の

差
が
小
さ
-
な
る
か
ら
気
流
の

勢
力
倣
顔
だ
点
り
.
方
向
の
安

定
を
放
き
午
前
YJ
午
後
ビ
ほ
具

わ
､
或
は
同

一
風
穴
出
口
両
の

上
牛
ビ
下
牛
だ
が
反
封
の
来
洗

を
鼻
し
て
居

る
｡
長
走
風
穴
に
就
き
記
述
す
れ
ば
衣
の

通
わ
で
あ
る
｡

イ

夏
期
は
風
穴
よ
-
低
温
皮
の
乗
流
を
揖
し
､
各

を
壁

じ､或
は

外来の
動
揺
に
よ
-
矢
内
は
擾

乱
せ
ら

れ
気

洗
の出
入
常
な
き
こ
だ
わ
-
､
斯
-
て
風
穴
の

一

時
的

華化を
LI.

す
‥亡
が
あ
る
｡
乗
流
の
交
代
期
は
歳



に
よ
り
二

二
箇
月
の
差
あ
る
-
毎
年
春
分
秋
分
以
後

に
省
ほ
れ
る
｡

風
穴
よ
-
出
づ
る
気
流
の
速
度
は
毎
秒
最
高
官
十
六

糎
､
最
低
十
糎
､
平
均
六
十

一
糎
あ
-
'
速
度
は
外
気

温
度
の
昇
降
に
件
ひ
八
月
酷
暑
期
に
最
も
撒
-
出
る
｡

冬
期
矢
内

へ
吸
込
む
衆
流
の
速
度
は
毎
砂
壁
尚
四
十
五

糎
､
最
低
十
二
糎
'
平
均
二
十
六
糎
あ
ら
､
二
七
三
月

の
頃
勢
よ
-
入
込
む
｡

辞

風
穴
内
の
温
度
が
低
い
｡

地
中
の
脱
皮
は
之
を
地
脱
だ
い
ひ
､
地
方
及
土
質
に

ょ
ら
多
少
の
差
は
あ
る
が
秋
田
測
候
所
の
調
査
に
よ
れ

ば
､
地
下
三
光
の
地
温
最
高
十
六
度
七
(
十
月
)､
最
低

入
皮
五
(
四
月
)1
年
平
均
十
二
度
四
で
あ
る
｡
然
る
に

長
走
風
穴
堅

1髄
冷
蔵
庫
奥
の
貯
減
室
は
恰
度
地
下
三

水
の
所
に
在
り
､
些
向
三
些

ニ
(
十

一
月
)､
最
低

〓

皮
六
(
一
､
二
二

二
月
)
､
年
平
均
零
度
四
壁
不
し
て
ゐ

る
0
ま
た
風
穴
所
在
地
の
気
温
壁
向
二
十
五
度
八

(
八

刀
)､
最
低
零
下
三
些

二
二

月
)､年
中
均
十
度
四
で
あ

る
｡
即
ち
風
穴
油
圧
は
地
漉
及
気
泡
に
比
較
し
著
し
-

低
-
且
つ
敢
高
に
達
す
る
時
期
は
､
地
下
三
光
の
地
温

秋
川
恢
長
束
肌
穴
に
就
て

'J
束
弧
と
の
閥
係
に
軸
似
す
る
-
の
あ
る
こ
と
が
認
め

ら
れ
る
○

風
穴
紐
皮

三
栄
地
組

外
来
総
皮

叔

高

三
｡
三

7
六
｡
七

二
五
,
<

最

低

L̂

-

-

?

董

平

均

〇
･四

7
二
･
凹

1
(Y
四

風
穴
の

温
度
を
更
に

冬
期
ビ

夏
期

･yJ
に
分
け
.て
調

べ

て
見
る
Ad
t
冬
期
に
於
け
る
外

気
平
均
温
度
は
零
下
零

度
七
､
風
穴
平
均
脱
皮
は
零
下

-
度
五
其
の
差
零
度
八

で
僅
少
で
あ
る
｡
冬
は
外
来
が
直
接
風
穴

へ
入
込
む
時

で
あ
る
か
ら
着
の
様
に
大
差
は
な
い
が
夏
期
は
之
だ
異

る
｡
夏
期
は
外
よ
-
入
込
み
た
る
峯
気
が
磯
暦
の
間
を

通
過
し
地
泡
の
影
響
を
-
け
克
復
帯
び
地
表
に
出
る
の

で
あ
る
か
ら
ー
温
度
の
昇
降
は
日
々
気
温
の
昇
降
に
左

着
せ
ら
る
る
事
は
な
-
低
温
で
あ
る
｡
夏
期
に
於
け
る

外
来
平
均
甑
些

一十
二
度
九
'
風
穴
平
均
洩
皮
三
度
九

基
差
十
九
鑑
み
･C,'
両
者
裳
暖
の
差
は
可
成
に
大
き
い

風
穴
の
冷
蔵
庫
は
之
を
利
用
し
山
腹
を
穿
ち
周
囲
を
岩

石
に
て
積
み
重
ね
て
造
れ
る
倉
庫
で
あ
る
｡
気
流
の
温

度
は
流
出
の
始
め
に
低
-
､
終
-
に
近
づ
き
高
-
な
る

望

i

三
七



地

球

第
八
容

ハ

風
穴
の
磁
度
は
高
い
.

駄
犬
の
線
度
の
高

い
こ
E
は

一
の
特
色
で
ー
風
穴
濁

度
激
高
百
%
､
最
低
八
十
二
%
'年
平
均
九
十
六
%
で
あ

ち
.
風
穴
所
在
地
の
外
気
温
度
重
点
百
%
､
最
低
五
十

七
%
､年
平
均
八
十
九
%
で
､
風
穴
内
は

外
気
よ
-
骨
に

温
度
は
高
い
1
東
に
之
を
夏
期
だ
各
期
亡
に
分
け
て
見

る
.fJ
冬
期
は
内
外
共
に
百
%
で
差
が
な
い
が
.
夏
期
は

外
気
平
均
温
度
七
十
八
%

､
風
穴
平
均
温
度
九
十
六
%

で
其
の
差
平
均
十
八
餌
あ

る
｡
風
穴
の
冷
蔵
庫
に
入
-

て
甚
だ
し
-
寒
冷
を
戚
す
る
の
は
常
に
気
洗
池
皮
の
低

い
ば
か
-
で
は
茂
-
.
矢
内
温
度
苗
-
人
の
鰹
鷹
に
戚

す
る
度
が
大
き
い
か
ら
で
あ
ら
う
｡

ニ

夏
期
風
穴
内
に
氷
を
存
す
る
｡

降
雨
や
融
雪
水
は
山
の
傾
斜
に
滑
か
て
流
れ
低
所
に

韮
申
し
風
穴
内

へ
入
る
｡
風
穴
の
磯
暦
は
茎
期
中
冷
却

さ
れ

で
ゐ
る
の
で
'
掠
入
水
は
磯
恩
の
間
に
凍
結
し
氷

の
形
で
保
た
れ
る
｡
此
の
結
氷
作
用
は
二
p
三
月
の
噴

最
も
多
-
行
は
れ
､
地
下
玉
来
も
凍
結
L
夏
を
こ
タ
で

十
月
ま
で
春
す
る
0

ホ

風
穴
9
下
底

か
ら
出
る
泉
の
温
度
は
低
い

解
六
班

望

二

三
八

開
水
蛙
棒
の
泉
は
第

一
櫨
保
存
地
か
ら
四
十
米
､
姉

二
放
冷
減
摩
か
ら
十
九
米
下
に
あ
る
｡
此
の
地
方
非
水

の
温
度
は
十
二
､
三
度
で
あ
る
が
'
泉
の
温
度
は
八
度

九
で
融
雪
期
の
三
､
四
月
ビ
多
雨
期
の
七
'
八
月
に
は

八
度
若
-
は
八
度
三
に
降
る
こ
だ
が
あ
る

こ
の
雨
期

は
ど
も
に
湧
水
畳
が
多
い
0

泉
の
温
度
は
少
し
は
泉
源
を
な
す
降
雨
融
雪
水
の
湿

度
に
よ
る
で
あ
ら
う
が
､
し
か
し
其
の
翼
な
る
本
源
は

泉
の
通
過
す
る
地
膚
の
脱
皮
だ
い
は
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ

泉
の
脱
皮
よ
-
容
す
れ
ば
､
風
穴
の
偉
樫
は
地
下
精
探

き
所
に
あ
る
も
の
で
は
な
-
審
八
地
表
に
近
-
存
在
す

る
も
の
だ
恩
は
れ
る
｡

秋
田目
脂
戯
石
橋
技
手
の
水
質
検
査
の
結
果
に
よ
れ
ば

有
機
物
も
溶
解
餌
物
も
少
-
､
飲
料
水
ビ
し
て
選
良
で

あ
る
こ
だ
が
給
さ
れ
て
あ
る
.
従
っ
て
風
穴
の
冷
却
作

用
に
は
何
等
化
聾
的
庫
化
が
伴
っ
て
屠
ら
ぬ
ど
い
ふ
こ

ど
が
想
像
し
得
ら
れ
る
.

飲
料
水
試
験
成
約
讃

伊

衣

地

先
立
村
大
字
長
束
中
松
ノ
平
下
締
水
拙
僧

外
･

枇

加
…
色

近

桝

菰
肺
酸

不

槍

仙川



和 拭 戊 ')C

酸 15*地 味

H
八

批

ナ

シ

朗

γ

〃

カ

ー
作

仕

出

岱

杜

グ

ロ
ー
八

二

)
･〇

安

母

妃
並

不

縁

山

瑠

増

加
削

･･<.‥

ハ
二

億

化

SB.

蝦

跡

破

比

C
･
九
政

迫

耶

追

慧

卯
月
日
豊

黒

川

7

右
二
籾
グ
〝
故
ハ給
水

7
｢
-
ノ
ト

ル
L
中
二
合

材

セ
ル

｢
.,,
リ
グ
ラ
ム
J

代
滋

す
る
も
の

は
､｢こ
け
も
も
し
･｢
ご
せ
ん
た
ち
ば
t.b｣

で
あ

る
､
布
山

に
あ
る
･:仙
川
榔
物
は
そ
の
胴
囲

の
も
の

と
隈
別
L
難

さ
も
追
走
放
火
の
継
物
は
外
榊
の
柄
物
那

許
と
は
命
然
共
の
作
餌
を
典
に
し
､
井
の
障
別
けー
舵
で

恰
も
粘
中
の
i
P境
の
如
-
同

一
高
度
の

附

近

の

地
に

丑

ト

ス

へ

高
-;
解
物
群
蕗
を
布
す

る

｡

凪
大
地
滋
の
温
腔
は
外
気
浪
腔
に
比
し
-
潔
し
-
舵

-
､
八
月
中
の
先
導

二
十
三
比
に
外
っ
て
ゐ
る
が
凪
穴

地
衣
の
胞
腔
は
雌
に
十
度
に
過
ぎ
な
い
.
非
よ
-
地
中

粍
-
な
る
と
零
度
の
所
が
ゐ
-
､
凍
結
地
盤
に
な
っ
て

ゐ
て
高
山
の
塩
}J
典
る
仰
が
な
い
｡
こ
～
に
佳
す
る
解

物
は
ぅ

了

の

･rJ(
ポ

柄

杓
)

お

は

た

か
･T
字
ト
(
岱

故

料
)

こ

け

～
'

-
(
ポ

南

村
)

･hJ
ぞ

+
J
ん

け

い
(
戯

誼

科
)

べ
に
に
;･1
:-
ヱ

-
(
血
師
部
S
)

七

七

か

よ

1
J
(
撚

在

村
)

rt)....～
..Jt1んた
ち
に
な
(
山
茶
筒
朴
)

や

な

t
J
ら

ん
(細
部
茶
料
)

み

や

ま

や

L
.
ど
(
柑

柳

科
)
よ

ん

il

ん

t･
LTJ(
石

独

和
)

ち

+.
J

ゆ

り
(
.･;

合

判
)

右

の
う
ち

高
山

軸

物

群

落

と
し
て
保
存
地
の
催
物
を

欲
目
隊
長
先
見
穴
に
就
て

柏手山lJi'弓穴且尭長物念記鋲天 田五節

(
イ
)
銘
尿
説
明

(
凪
穴
の
戎
吋
)

存念のの和み Tlてゲ是 さナコ̀て輪形5'山 北んTf'温部長軟
さ佃で代ほろケゐL しくL 七･ゐ状のり仙 川にの庇も火Irl
れと 'RJA otるの恰WJで yるにIB､物軌 別和の示汎称
て し天的穴此宅の柴 も畑 ､タの1Ji四囲の l=て上気す穴J/i
ゐて銀の紙のLLⅠに -.形 焚 チlⅠ.'L五小鮒 ‡ゐリ批 Oの.lt
る保記L的こて .,似 'ylp小 Jr｢し枚



都内の穴JL･kl良村立欠簾Ill耗 {六 第

蝿

凍

算
入
鴨

へ
ロ
)毒
炎
#
朋

(
<
大
内
傷
)

長
東
員
穴
の
7

称
'
地
表
よ
り

六
米
の
JL
声
で

あ
る
｡
弟
石
員

穴
の
&
義
な

る

内
稀
の
徽
虫
J
l

見
る
.(
し
｡
太

上
方
の
地
相
は

非
の
鐸
膚
内
に

投
け
ら
れ
た
る

冷
義
経
の
磨
耗

で
あ
る
.

金
-
見
る
こ
と
を
得
な
い
植
物
が
生
じ
て
ゐ
る
｡
之
を

目
撃
す
る
亡
き
は
何
人
も
奇
異
の
庫
を
懐
-
で
あ
ら
う

三
好
博
士
に
依
れ
ば
高
山
穂
物
の
発
生
は
束
泡
の
低
下

と
い
そ

)
M
は
必
須
催
件
で
は
な
-
'
地
表
温
度
さ
へ

低
下
し
て
居
れ
ば
'
先
姐
の
高
い
平
地
に
で
も
何
此
種

事
大
韓

tbIZ

円

0

の
楓

物
が
発
生
す
る
も
の
で
'

長
泉
農
大
の
植
物
は
分

明
に
此
の
現
象
を
征
明
し
で
ゐ
る
.
地
温
が
橿
物
生
鹿

に
影
響
す
る
適
例
と
し
て
'
之
の
劫
に
て
天
撫
紀
念
物

ビ
し
て
保
存
す
べ
き
償
債
あ
h
E
い
ほ
れ
て
ゐ
る
9
.

大
正
十
五
年
二
月
二
十
四
日
史
蹟
名
勝
天
允
紀
金
物
保

存
法
第

7
備
に
依
-
内
済
省
は
岡
地
の
穂
物
の
保
弘
を

滑
走
し
た
｡
其
の
官
城
は
第

一
戟
保
存
地
の
面
積
二
宮

四
十
三
年
万
来
●
第
二
畿
保
存
地
宵
三
十
五
平
方
米
あ

る
｡
第
二
故
保
存
地
は
急
伸
斜
部
ビ
解
織
斜
部
と
の
塊

に
あ
b
t
泉
よ
-
水
平
在
韓
二
宵
四
十
米
･
垂
直
詐
離

八
十

]
米
'
見
失
と
し
て
最
も
高
い
位
置
に
あ
る
.

三
'
員
穴
の
吸
込
穴

風
穴
は
嗣
見
山
西
側
面
の
穿
餓
斜
部
に
あ
る
が
'
之

と
蓮
親
す
る
山
上
の
急
傾
斜
部
に
三
箇
所
の
.吸
込
穴
が

あ
る
｡
共
の

一
は
最
も
近
い
風
穴
即
ち
第
二
保
存
地
か

ら
垂
直
軽
群
青
五
十
二
米
の
高
所
に
あ
h

一
本
の
稔
が

生
え
て
其
の
日
頼
'J
な
っ
て
ゐ
る
｡

吸
込
犬
は
約

)
平
方
米
あ
･･a
内
部
は
程
十
五
●
大
串

長
さ
五
十
卓
の
桂
欺
岩
石
が
縦
に
積
み
兼
h
､
外
来
は

其
の
石
柱
の
間
か
ら
内
軸
へ
吸
込
ま
れ
'
低
所
の
嵐
穴

血 ■
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■LL

か
ら
洗
出
す
yO
〇

鼻
石
Jt
穴
に
沈
め
サ
畿
払
朱
を
俸
鼻
も
¢
電
亀
与
が

･(
の
軽
量
を
象
ぐ
こ
r
な
し
'
-
縫
輿
中
春
楓
す
ら
象

ら
れ
て
ゐ
甘
い
d
瞳
弘
大
に
払
健
康
に
卦
も
員
弁
だ
払

曇
-
反
鱒
な
観
象
が
わ
ら
此
れ
て
あ
も
Q

･(
′
童

雷
嘱

朽畳
払
犬
)

曇

天
は
山
上

の
露
層
に
あ
り

ロ
鶴
一
乗
鴨
'

穐
蝉
に
は
大
口

に
慮
り
d>か
わ

主
構
欺
石
義
に

鋼
量
h
､
薫
は

故
纂
J
r義
弘
み

Y
蔓

の
鼻
先

鳩
曇
り
'
牛
は

矢
内
･J.り
_
Jd

貞
さ
舞
鶴
鴨
鍋

′
玖

L
●
撫
嶋
轟
す

さ
○



地

紋

第

八
懸

高
十
九
度
､
基
よ
り
毎
月
粗
度
降

-
.
去

月
最
低
十

一

度
ど
な
り
流
出
止
ま
-
気
流
の
安
代
を
な
す
〇

四
月
以
後
は
外
東
漸
-
高
温
ど
な
り
低
所
の
風
穴
よ

ら
冷
気
を
流
出
す
る
.
其
の
故
を
補
は
ん
が
た
め
外
乗

は
吸
込
穴
よ
も
入
り
て
下
降
運
動
を
起
し
急
傾
斜
部
を

下
り
風
穴
に
至
る
｡
か
-
の
如
-
吸
込
穴
は
風
穴
の
封

流
作
用
の
行
は
れ
る
た
め
に
必
要
な
も
の
で
あ
る
｡
下

方
の
緩
傾
斜
部
会
健
が
風
穴
な
る
が
如
-
､
吸
込
穴
も

≡
.
四
箇
所
の
小
国
域
に
限
ら
れ
る
も
の
で
は
な
-
,

急
傾
斜
部
会
鰭
が
吸
込
穴
だ
な
っ
て
居
る
｡

両;
し
て
其
の
気
流
に
は
多
量
の
水
草
束
を
含
み
.
疏

出
の
場
<
=
に
は
殆
ど
飽
和
度
に
達
し
晩
秋
の
促
風
脚
か

な
る
朝
な
ど
に
'
矢
内
よ
･Jn
勢
よ
-
霧
を
噴
出
し
偶
々

人
目
を
想
か
す
こ
亡
が
あ
る
｡

ハ

吸
込
穴
は
冬
期
凍
る
こ
E
が
な
い
O.

冬
期
山
上
の
積
雪

一
､
二
光
あ
る
ぜ
き
吸
込
穴
の
周

囲
-二
は
雪
及
水
な
し

大
口
に
青
草
を
見
､
蟻
な
ど
の

施
鹿
が
旬
ひ
出
す
こ
だ
が
あ
る
｡
急
傾
斜
面
の
積
雪
は

地
温
の
影
響
に
よ
-
地
面
ど
の
間
_二
重
所
を
有
L
t
早

暮
雪
膳
を
生
じ
樹
木
を
叔
=
ぎ
に
し
砂
塵
を
押

出
し
勢

第

六雛

芸
ハ

川
二

あ
ま
り
て
山
茂
の
倉
庫
を
魔
倒
す
る
二
だ
が
あ
る
〇

四
p
風
穴
の
冷
却
竹
用

風
穴
の
成
立
に
は
二
つ
の
要
件
が
あ
る
二

は
地
中

ビ
地
表
ど
の
間
に
巻
末
の
流
通
に
必
婁
な
る
容
朋
を
有

す
る
こ

ど七
一
は
地
中
に
低
胞
腔
の
場
所
が
存
在
す

る

こ
E
で

ある
｡

最
速
風
穴
は
よ
-
此
の
要
件
に
適
し
て
ゐ
る
｡
風
穴

の
内
部
は
粕
療
な
る
趣
暦
の
親
黄
に
よ
-
て
山
上
の
急

傾
斜
部
だ
綬
傾
斜
部
ビ
は
上
下
に
連
絡
し
､
気
流
は
高

所
の
吸

込宋
よ
･｡
入
-
低
所
の
風
穴
よ
-
出
る
｡
吸
込

穴
だ
風
穴
ど
の
中
間
部
は
或
所
を
境
に
し
て
其
れ
以
上

の
全
表
面
よ
ゎ
外
気
を
吸
込
み
､
其
の
以
下
の
金
東
田

よ
り
気
洗
を

出
し
て
ゐ
る
｡
堕
罪
兼
の
幅
は
二
光
位
も

ぁ
ら
う
か
､

其
の
位
置
は
夏
の
吸
込
穴
に
近
づ
き
冬
は

風
穴
に
近
づ
き
徐

々
に
移
動
す
る
｡
由

っ
て
中
間
部
の

気
流
は
外
気
の
動
揺
に
支
配
せ
ら
れ
て
安
定
で
な
い
｡

右
の
如
き
気
流
切
迫
路
は
閲
見
山
の
到
る
所
に
在
る
も

の
で
は
な
-
､
山
の
傾
斜

◎
土
地
の
起
伏

◎
岩
石
の
制

日

◎
破
骨
の
連
縛

◎
地
下
水
の
状
態
等
に
よ
-
其
の
範

囲
は
限
ら
れ
て
あ
る
0



風
穴
の
内
部
に
低
温
鹿
の
場
所
が
あ
る
だ
い
ふ
こ
亡

に
就

い
て
は
少
し
-
説
明
を
要
す
る
｡
其
の

一
般
的
原

因
ど
じ
で
拳
ぐ

べ
き
こ
E
は
地
温
の
麹
化
で
あ
る
｡

地
盤
は
熱
を
博
導
す
る
力
甚
だ
徴
萌
で
あ
る
か
ら
地

表
の
熱
を
下
暦
に
侍

へ
る
こ
ど
も
下
唇
の
熱
を
地
衣
に

樽

へ
る
こ
ど
も
共
に
遅
殻
で
あ
る
｡
故
に
地
中
の
温
度

は
地
表
の
脱
皮
に
件
は
す
､
最
高
敢
低
に
連
す
る
時
期

が
遅
れ
る
ば
か
-
で
は
な
-
高
低
の
差
は
深
さ
を
増
す

に
従
っ
て
減
す
る
｡
地
下

一
光
に
至
れ
ば
塞
夜
に
よ
る

温
度
の
轡
化
を
笛
め
難
-
.
夏
ビ
冬
ど
の
轡
化
は
前
の

結
果
に
校
ぶ
れ
ば
､
之
を
弧
ひ
る
時
間
も
冷
や
す
時
間

も
商

い
か
ら
盛
暑
の
影
響
は
著
し
-
梶
-
地
中
に
及
ぶ

其
の
深
さ
は
所
に
よ
っ
て
異
る
が
､
大
概
十
朱
乃
至

二

十
米
で
あ
ら
う
･fJ
tl.石
ほ
れ
て
ゐ
る
｡
か
-
の
如
-
地
面

下
成
深
度
に
達
す
れ
ば
四
季
の
担
化
を
戚
や
る
こ
ビ
な

く
年
中
等
弧
な
る
所
が
あ
る
｡
之
を
不
嘩
厨

叉
は
恒
温

暦
ビ
い
ふ
〕
恒
油
層
の
脱
皮
は
其
の
上
の

l
箇
年
平
均

気
温
よ
も
箱
々
高
-
凡
そ
十
五
度
で
あ
る
｡
地
中
の
温

度
は
年
中
略
等
汎
な
る
も
外
気
温
度
は
夏
だ
冬
E
は
昇

降
の
差
が
大
m
,
い
か
ら
､
恰
も
滋
は
地
組
降
り
冬
は
昇

秋

川
鯨
長

束
風
穴
に
就
て

-
た
る
YJ
同
様
な
結
果
に
な
る
'
坑
道

¢
随
遺
品
石
窟
｡

土
署

｡
風
穴
の
夏
涼
し
-
冬
暖
か
な
る
は
.
金
-
地
温

b｡
気
温
の
関
係
に
基
づ
-
も
の
で
あ
る
｡

次
に
特
殊
原
因
だ
し
て
額
ぐ

べ
き
こ
tJ
は
水
分
の
蒸

散
に
よ
る
冷
却
作
用
で
あ
る
｡
穴
内
の
水
分
は
磯
層
だ

峯
克
己
の
間
に
介
在
し
､
水
蒸
気

ど
な
-
水
ど
な
も
氷

だ
な
-
て
熟
の
移
動
を
蓮
か
な
ら
し
め
両
者
の
冷
却
皮

を
大
に
す
る
｡

岩
石
姫
の
熱
倖
導
率
は
其
の
種
類
ーこ
よ
り
て
異
る
も

凡
そ
水
の
二
倍
乃
至
五
倍
､
装
束
よ
-
五
十
倍
乃
至
甘

二
十
五
倍
大
で
あ
る
｡
峯
属
は
熱
の
不
良
噂
鰭
な
れ
ば

岩
石
だ
寒
気
ビ
は
直
接
に
熱
交
換
を
な
す
こ
E
よ
り
も

両
者
温
度
の
差
に
よ
ち
水
分
の
鼻
化
を
促
し
､
其
の
結

果
大
内
泥
皮
を
上
下
す
る
こ
ビ
造
か
に
大
な
る
も
の
が

あ
る
｡
水
は
如
何
な
る
弧
庇
に
於
て
も
恭
敬
す
る
｡
低

池
庇
に
要
れ
ば
次
第
に
蒸
発
を
減
じ
水
ビ
L･言

寄
度
以

下
に
至
る
も
侍
氷
の
両
よ
-
蒸
磯
す
る
も
の
で
あ
る
｡

蒸
登
の
遅
速
は
第

一
温
度

の
高
低
､
姉
二
袈
束
の
含
水

飽
和
度
の
大
小
､
墾

二
気
流
速
度
の
強
弱
､
第
四
菊
魔

の
高
低
に
附
す
る
｡
風
穴
内
の
水
分
が
如
何
に
風
穴
の

岬
芸

M
T:‥



地

球

肪
八
馨

狙
庇
に
影
響
す
る
か
は
次
の
例
示
L1こ
よ
-
て
推
知
す
る

こ
だ
が
で
き
る
｡

冬
期
(
十
二
月
十
六
日
)普
通
乗
魔
の
下
に
温
度
零
度

温
度
七
十
七
%
の

1
立
方
光
の
外
気
が
流
速
毎
秒
四
十

五
塵
で
風
穴
よ
-
入
込
み
.
垂
直
距
離
二
百
八
十
三
米

傾
斜
距
離
四
宵
五
十
六
米
の
朗
に
あ
る
吸
込
犬
か
ら
温

度
十
六
度

◎
温
度
百
%
｡
流
速
毎
秒
三
首
相
で
出
た
Txj

す
る
｡
然
る
亡
き
は
温
度
零
度
の

〓
此
方
米
中
に
含
み

得

べ
き
純
封
磁
気
量
は
四
菟
九
で
､
其
の
七
十
七
%
は

三
克
七
其
れ
が
毎
秒
四
十
五
漣
で
入
込
む
垂
範
中
の
含

水
量
は

二
元
七
で
あ
る
｡
此
の
乗
流
が
磯
暦
の
間
を
通

過
し
て
吸
込
穴
か
ら
流
出
す
る
亡
き
に
は
其
竺

秒
間

に
流
出
す
る
峯
戴
中
の
含
水
量
は
四
十
克
玉
で
､
水
分

畳
に
於
て
三
十
八
東
八

｡
温
度
に
於
て
十
六
度
の
樹
加

を
示
し
て
ゐ
る
.

水

は
水
素
系
ビ
な
る
に
義

一
克
毎
に
凡
そ
大
音
カ
ロ

リ
ー
の
熱
を
周
囲
か
ら
吸
収
す
る
○
ま
だ
水
素
乗

二
兎

が
水
ビ
な
る
に
同
じ
-
六
百
カ
ロ
リ
ー
の
熱
を
出
し
て

周
囲
の
温
度
生
肉
め
る
｡
此
の
熱

最
は
〓
此
方
兼

の
塞

京
の
限
度
空

1度
だ
け
高
ひ
る
熱
畳
に
等
し
い
0
然
る

第
六
淡

窒

八

P
p

ビ
き
は
三
十
八
先
入
の
水
分
量
を
乗
化
す
る
に
こ
琴

二

千
二
百
八
十
カ
ロ
-
1
の
熱
を
警

き
る
｡
之
は
搭
熱
だ

し
て
吸
収
せ
ら
る
る
に
依
-
気
流
の
脱
皮
を
高
む
る
こ

空
に
は
な
ら
な
い
か
ら
'
乗
流
の
渦
度
十
六
度
高
む

べ

き
熱
量
四
千
八
百
カ
ロ
リ
ー
は
別
に
之
を
要
す
る
｡
併

せ
て
毎
秒
二
番
八
千
八

十
カ
ロ
リ
ー
を
穴
内
よ
り
蚕
ひ

去
り
､
益
々
昇
鷹
の
勢
力
を
加

へ
流
速
を
大
に
し
て
山

上
の
吸
込
穴
よ
り
噴
出
す
る
○
此
の
熱
量
は

〓
此
方
米

の
峯
乗
の
徹
底
を
九
十
三
度
六
に
高
む

べ
き
熱
量
で
あ

る
0上

述
の
血
-
風
穴
は
冬
期
低
温
な
る
外
気
流
入
の
衝

に
替
わ
多
-
の
熟
を
失
ひ
.
其
の
内
部
は
充
分
に
冷
却

す
る
を
以
て
､
地
表
よ
り
凍
る
跨
入
水
及
穴
内
の
水
分

は
共
に
風
穴
の
磯
暦
を
凍
結
す
る
｡
殊
に
融
雪
期
に
放

て
は
零
度
に
近
き
多
丑
の
水
が
地
中
に
八
･C
,凍
結
地
盤

の
厚
さ
を
玉
来
以
上
だ
な
す
こ
と
が
あ
る
｡

零
度
の
氷

嘉

は
水
ビ
な
る
に
八
十
カ
ロ
リ
ー
の
潜

熱
を
要
す
る
｡
水
は
ま
た
其
の
表
面
か
ら
轡

乙
や
水
蒸

気
を
凝
し
た
-
融
解
し
た
水
は
蒸
凝
し
た

｡
す
る
の
で

可
成
の
熱
量
を
周
囲
か
ら
吸
収
す
る
0
凍
結
地
舷
は
風



穴
の
冷
却
作
用
の
結
果
ビ
し
て
拍
凍
た
も
の
で
あ
る
が

叉

一
方
に
は
夏
期
の
風
穴
温
度
を
調
節
し
久
し
-
舷
弧

を
保
化
し
む
る
も
の
で
あ
る
.

今
夏
期
(
九
月
十
三
日
)
温
度
二
十
二
度

｡
温
度
九
十

二
宛
流
速
毎
秒
宵
四
十
五
糎
で

.L
立
方
米
の
重
来
が
吸

込
穴
よ
り
入
込
み
'
山
麓
の
風
穴
か
ら
狙
撃

二
度

｡
温

庶
官
解

曲
流
速
毎
秒
九
十
三
堰
で
出
花
だ
す
る
｡
飴
る

亡
き
は

吸
込
穴
よ
-
流
入
す
る
水
分
量
は
毎
秒
二
十
玉

東
四
で
､
風
穴
か
ら
流
出
す
る
水
分
量
は
毎
秒
五
克
六

で
其
の
失
ふ
…

,
ろ
の
水
分
量
は
十
九
五
八

｡
渦
度
十

九
度
を
減
す
る
｡
水
分
量
十
九
元
入
を
液
化
す
る
に

一

湛
千
八
百
八
十
カ
p
-
1
だ
脱
皮
十
九
度
を
減
す
る
に

五
千
七
百
カ
p
-
-
I,J併
せ
て

lL
嵩
七
千
五
官
八
十
カ

ロ
リ
ー
の
熱
量
は
穴

内
に
吸
収
せ
ら
れ
る
｡
此
の
執
壷

は

一
立
方
米
の
容
束
の
温
度
を
五
十
八
度
六
嵩
む

べ
き

熱
量
で
あ
る
｡
是
等
の
熱
量
は
凍
結
地
盤
の
氷
を
融
解

す
る
に=
消
費
せ
ら
れ
飴
介
は
風
穴
内
に
吸
収
せ
ら
れ
る

従
っ
て
風
穴
の
地
脱
は
夏
期
に
至
-
毎
月
少
し
つ
つ
高

め
ら
れ
る
か
ら
､
気
流
の
脱
皮
は
流
出
の
始
め
に
低
-

終
に
近
づ
き
最
も
高
-
な
る
｡

秋
田
鯨
長
束
風
穴
に
就
て

五
ー
結

論

以
上
鬼
石
風
穴
に
属
す
る
量
産
風
穴
の
構
造

◎
気
流

の
運
動

｡
冷
却
作
用
に
就
き
て
概
略
を
述

べ
叱
れ
ば
左

に
之
を
要
約
す
る
｡

イ

風
穴
に
は
地
中
だ
地
表
ど
の
間
に
容
気
の
流
通

に
便
な
る
通
路
を
必
要
だ
す
る
.
通
路
は
傾
斜
度
大
に

し
て
長
き
ほ
ざ
垂
範
の
封
流
運
動
を
盛
L･.
ら
し
め
る
.

風
穴
が
平
地
に
稀
に
し
て
山
地
に
多
い
の
は
此
の
故
で

あ
る
○

ロ

気
流
洩
路
の
両
端
に
は
各
々
反
射
な
る
現
象
を

量
L
t
高
所
の
地
狐
は
暖
-
低
所
の
地
温
は
拾
い
.
高

所
の
地
温
の
暖
き
は
冬
期
に
於
け
る
射
流
作
用
の
誘
因

ど
な
-
'
低
所
の
冷
た
き
は
夏
期
に
放
け
る
対
流
作
用

の
誘
因
ど
な
る
｡

ハ

風
穴
の
地
泥
の
著
し
-
低

い
の
は
冬
期
に
於
け

る
射
流
作
用
の
結
果
に
し
て
'
凍
結
地
鮭
は
其
れ
に
よ

っ
て
出
来
る
｡

ニ

風
穴
の
氷
は
矢
内
地
温
の
低
下
に
ょ
つ
て
生
じ

た
も
の
で
あ
る
が
､
夏
期
の
風
穴
を
低
侃
な
ら
し
め
る

原
因
の

1
ど
な
る
｡

望

九

四
五



地

線

ホ

大
内
の
水
分
は
風
穴
の

冷
却
作
用
を
潜
む
上
に
大
切
な

役
目
を
有
す
る
も
の
で
､
之
が

不
足
を
蕉
す
る
}J
き
は
地
下
水

よ
ゎ
補
給
す
る
｡
風
穴
所
在
地

に
は
大
抵
泉
が
挽
い
て
ゐ
る
｡

要
す
る
に
風
穴
は
地
坪
的
要

素
な
る
風
穴
の
僅
置

⑳
傾
斜

O
,

地
質
だ
気
候
的
要
素
t･言

地
温

乗
組

⑳
水
分
だ
が
互
もこ
別
係
し

て
風
穴
現
象
を
生
す
る
も
の
で

是
等
の
要
素
中
に
搬
-
る
所
あ

る
}J
き
は
良
好
な
る
風
穴
ど
な

-
稗
な
い
も
の
で
あ
る
.

最
後
に
観
測
表
二
つ
を
掲
げ
て

本
稿
を
終
る
｡

場

伊

長
束

風
穴
地
内
佐
々
米
桝
滑
氏

所
有
第
二
助
冷
凍
紹
入
口
解
三

原
前

日

付

口
火
正
十
五
年
四
月

]
日
東
昭

袋 測 和 犬 風 走 長 袈 - 第

節
八
怨

節
大
助



利
二
年
凹
月
二
十
九
:
月
二
回

午
前
十
時
親
側

方
法

脱
皮
は
水
銀
薮
暖
計
に
よ
り
､

,qTji虎
は
牝
淑
嗣
妓
暖
計
の
差
に

ょ
リ
計
沸
し
､
気
流
速
鹿
は
銃

山
川
挑
珊
凪
躍
計
に
て
十
分
間

計
越
し
'
其
特
典
み
篠
紗
那
に

換
昇
せ
り
｡
外
輪
風
向
は
地
勢

の
関
係
上
田
凪
は
筒
に
偏
す
る

穴
内
続
流
は
入
口
節
市
.百
七
十

五
那
幅
六
十
軸

(
7
平
方
米
〇

五
)
捌
き
其
の
中
火
に
風
速

計

.Sr抑
鑑
を
親
州
す
〇

二
班
別i
奥
は
梯
前
よ
り
筑
紫
地

下
三
栄
奥
に
遮
る
O

表雀鯛穴込吸宋風定量 袈二第

正大 ql徴刀日測
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